
キイ口ショウνョウパエの踊状ばね突然変異
(uex) の遺伝子位置および黒横帯の異常について

日IJ 問 米太郎

Y. Maeda: O n  the Abnormality seen in Black Caudal Bands and the Gene Locus 
of the Spontaneous Mutant uneゆ anded (uex) of Droso.ρhila melanogaster 

筆者が1959年に神戸で発見したキイロショウジウハエ | わカ 1ると、逃伝子間の距断とその配列の順序を知ること
の自然突然変異一一焔状はね突然変異、 unexpanded ができる c

(uex)ーーについては、兵庫生物第 4巻第 2号 (1961年 |  第 I染色体上の遺伝子は、次の関のように配列してレ
1 月) に、その形質及び遺伝子の大休の位慨を概略次の |  ると考えられてL 、るι

1， 1958'1'.9 月に伊IIJ-:;で採集し、飼育を続けてし、たキ
イロショウ j ョウパエの野生型の系統の巾に、 I'f然突然
変異休を1959年10月2511に発見 L た。
2  斗の突然変異休の外部形態
イ はねは折りたたまれた附期の状態で
ロ 後)肉lか野生型よりやや短かく、節くれだってし、
て、歩き方も異常である O

また胸部の背側にある後部小栃板縁剛毛か正'1"
線の方に! 吊曲しており
ニー 個体によっては腹部背板の横仰が欠失してL、る
ものもある U

3  生理的な特徴
イ 成虫の雌維の数の比i土、 100:70で雄のvialコility
l土低L、
ロー 耐えうるお温・低jt;itの限界は野生型とほぼ同程
度で、発生にl契する時I 1¥Jも野生型と変りカなL、よう
に忠われる。

4  ニの突然変興体を、そのはねの形態力ら llnex-
panded とよび、 uex の記号であらわす。
5. uex .i.ll1伝子は劣刊で、 第 11 染色体 JJ斗{'在 L 、
制色| 恨突然変異 (bro "， t1; 
46，%である。

した結果につL て二. : . (よ報告する

uex の遺伝子の座について

u e x ;立伝 fか第 E珠色体 tにある} とは、叫に報告 L

突然変異遺伝子との: ' S ' ( さ* 泊、ら知ることができる O 即わ
ち遺伝子IBIの距離泊、離れてL 、るほど交さ本が大きし、一一
交さネは遺伝干 /111の距離に比例するーーので、交さZヰ初、

図 1 キイロショウショウパェ( 緋)
の染色体と第 1染色体の地図

る形質は優性、小文字で始まる形質
は劣性仲数字は遺伝子の位置

uex遺伝子の位置を知るために、
遺伝子の座が既に知られてし、る突然
変民休と交配をおこなわねばならな
L  

るので、①はねや脚以外の形質一一
例えば体色や限色などが呉常な系統
で⑧野生型と2平易に区別できる形質
をもったものを相 /  
手に選ばねばなら I  
t，n  ' " このような 、，，，.ノ

s  ，...， 
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エではi JHょ交さが起」らないので、 F 2 に交さZl!J個体が
みられず、 F;:i
計算 L 、l1e x遺伝 fの位置を抑定する。 ヒの⑦⑧の条併
にあう突然変異の系統で、筆者カ i支配にJ lJ¥， 、たものは次
の通り、禍色限 (brown，b w  :  105) 朱色|阪 (cinnabar，
i  c n :  57 5)淡積赤色! 恨( light，lt :  55)紫紅色|民 (purple，
pr :  545) 長後の数字は遺伝T の旅を示す。できるだけ

たそれぞれの3じさ本は次のとおりであった
1， l1e x 遺伝子と b w 遺伝子の交さ率

った、交さ;t<1); 50 .96'に近L、と L、うことは、 uex と b w



の 2 つの法伝 j二の問が非 f誌にはなれてL、ることを示して
， 1.， b¥¥ 遺伝子は隠11 でもわかるようい第 1染色体の

2， lIex j立伝 fと cn 遺伝 fーとの交さ半
uex と cn との F : ' I にあらわれたl Iex，cn一一米色限
ではねカ州l状のもの一一ーを選び、
A  このl Iex，cn と型fll:{¥U.の F l をつくり、 F l の附
にl Iex，cn のJ戒を戻し交配すると、交さ烈である
1lex， cn が見られる( 友1 ) 。

夫 1 ， uex. cげ野叩早…f 川

I  fl問 cn lIex 附 . cn 

個体数 t 1. 724 27 14 663 

， 1，724十27+14+663

B ， lIex， cn と野生型の Fz にも交さ型個体がみられ
るが、 F 2 1)，ら交さ率を計算するには、総1肉体数の%
にあたる数を野生型の数から引き去って、残ったもの
につして計算する( 表 2)。

表 2. lIex， Cl1/ 野生型 F 2

表現型| 野生IW cn lIex 1 I民 cn

f間休数 ! 日72 24 6  255 

3.072 +  24 + 6  +255 3 . 0 7 2 2 = 1 . 3 9 3  

24+6 - 一一一一一一一一一- = x  100 1，85''; 1， 393 + 24 + 6+255 -_. --. 

J毛1、友 2の場合ともl Iex やl 1ex，cn の数が cn や
野生型の数に比べて非常じ少なL 、のは、l 1ex 遺伝子をも
っ側休の viability が低L ためであるの cn 遺伝子との

であることカわカゐり C I1

ったf

3. uex 遺伝子と lt および pr 遺伝子の交さ率
uex と lt の F 3、および uex と pr の F 3 のおのおの

数千個体につL 、て調べたが、交さ型f同体が全くみられな
かったっこれは④野生型と lt や pr との区別がやや困難
で、特に若レハエで見わけにく L、ために、 U 巴x，lt とヵ、
uex. pr のような交さ型個体を見つけることができなカ当
ったのカ 3も知れなL 、が、⑧uex，lt とか uex，pr とL、う
{ 開休では| 阿遺伝子の相互作用によって致死的な働きを生
じ、をのために丙遺伝子をあわせもった倒休カ通見られな
L  、のではなレ1) .とL うことも考えられる。
例f小の識別にあやまりカ二なヵ、った- - l 1ex，1tやl1ex.

prーのような{ 肉体力: 殆んと見られなかった一一ーものとし、

また(2;の 2遺伝子の相関による致死作用もないものと仮
定すると、l 1C X 辿伝子は、 1tや pr
u'Li直に!主を Iliめるものと考えりれる，/ ) ことと ι11 ，i自
伝子ーの立: さネとをあわせて考えてみると、仁川より lt や
pr の方へ寄った位置、 55，7 あたりじあるのではなし、ヵ、
と推定される 吏い lt. pr，や'，1，'休色 (hlack，h  48，5) 
なととの交配をおニなって玄: さネを士n
位1ftをたし泊めたL 、

横帯の異常について

Ij!fノ!=.J¥IJ.の雌iのJI昼間l11T板には、 5条の横併が見られる
泊、 uex では|現 2のように例休によって、
帯11.消失 L たり、あるL、は短カ h くなったりしたものが観
察される、欠失個体は全体の約1 6 %である( 表 3 L 雄
では腹部の端が全体的に黒くなっていてこの部分の横帯
が欠けてしるカミとうか見分けにく L 、"

Tlミ常{匹H十 興常( 欠失)
閃 2 l1ex rl;i; 

欠うた/総 x  100 / 数

1  11 52 19究目

211 77 11 133'; 

311 118 11;';; 

4  11 43 15 26Q'; 

5  11 83 24 24 0，占

6  11 i  74 13 15.00  

7 円 6ωo 6  I  9g，; 
8 日 η7 1  1 凶

什惜計 !  制 9釘7 i  凶

表 3 を見ると、羽化日の遅速( はほ同じ日に産みおと
された卵でも発生の速度に遅速があり、新しし、餌で幼虫
期を経る個体と、市くなった餌で、幼虫期を経る個体とが
ある) によって横帯欠失個体の頻度に差があるように見
えるが、l 1ex'こっし、て筆者がおこなった他の多くの実験
結果カら、この差は有音、のものでなL 、らしし、ことカ判っ
たc 腹部環節異常突然変異 (Abnorma1 abdomen， A) 
では、餌泊、新しく根気の多い問に成長 L 羽化 Lf.:ハエに
横借を欠失 Lた伽1休カ、多く、i Il[が前くなるにつれて欠失

-- 21.6ー



116¥体が減少すると報告されているが、 uex では一二のよう
な傾向はみられなし、ょうである。
横'J背欠失{ 国体選択の効果

るが、欠うた{ 同体を代々選んでL った場合、成し、は逆v--=.横
惜の} 正常な個体を選択してし、った場合、頻度カ} とのよう
に変わる泊、を知るために 1 つの飼育瓶の 1.1'の virgin を
選び4 れμ同じ形質の泌を配し、数対ずつ飼育瓶の中で
繁殖させ、その子孫の vlrglll を同様に交配して代々選
択を重ねてL 、った。その結栄はつぎの夫のようになった
(表 4 、5)。
A  相/:dl+欠失M イキを選んで" ったJtjfl
点4 横tIi欠火1占H本選択のが1)*

横帯欠失
l止代¥ ii.'，i体数 日1¥1 i+ 数
F  1  343 I  115 

F" 1. 241 I  833 
84己 9ω
589 I  670 

ハUハUX

正月
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一
ぉ
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n  横r骨正'iF;11，I，j休を選んでし、った場合
夫 5

|  検帯正常 !  横帯欠失 ! 欠失/Illfl:，! )r，}"jj" 'i!;， i/'-;{"，."， x  100 i 仰，¥ f本数 阿休数 1 /総数
九 ; 市 | 凶 i 日

F  10 1  941 1  155 1  14男，Q6〆
]i 14 801 I  8邸8 I 日

A 、B  2 つの桜場J合をグラフtμふ」炎毛わすと、|羽 3 のようι
なるω
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1'<1 ，: 生状i . J 横耐久引く:1い|休:I:m鉛! えの従jl
A  lilHi¥ 欠失( 阿体化IJ5j)いたJtj山
J: :  11 ，;;'il，Mj:を選以 L /:..Jtj i't  

L、

F 1 0あたりカらは欠失似i休の山現頻度はふえず一定にな
ってしまうようである。正常伽1休を選んでいった B の場
介は、 A の場合ほとf見事には効果があらわれなし、( 雌lH
lたiの親からの子孫につL 、て選択の効果を調べたカもった
か、 uex はその541常な外部形態、特に脚の異常のためか
交尾がうまくゆかず、 1対の親の場合は子孫をつくらせ
るのに殆んど成功しなかっ 1':'0 特に検借欠失の恥反の甚
だしL、ものでは交尾させる乙とができなかったζ

代々欠失個体を選択して abnornality の高まったも
のを F12で選択を打ちきり、その後は継代 mass cultllre 
を続けたものにつし、て欠失個体のあらわれ方を調べてみ
ると、次の表 6 のようになった J

選択をやめて| 横帯正常| 横帯欠失 1欠失 /
からの|リー代 | 個体巌! 伽1 休数 / 総数 x 100 

F勺、

Fl :J 4 ω 1 0 6  I  18.5so 

イ
k  6  F12で欠失個体の選択をやめ、その後 mass clll 
tllre を続けた場合の欠失側体出現頻度

欠Jミ似体の選択をやめるとが| 折次、欠うた例{ 小は減少 L 、
F 1f-ι:'/; ，カ} らはほもとのノ二一センテージにもどって L ま
うよう i二!41われる。

微小部分刺激装置について

llex のはねが!l4 fJの状態のままであるのは、休前段の泊り

しひろげる 4 とができなカ通ったのではなし、カ 3と考えられ
る} 個体じよっては、はねカ} 風船のよう μふくれ、? 日JWI(
がはっきりせず、; 1 11でつくと休淡泊、:1¥てきて平たくなる

例休にみられるが、 4 の場合も{ 本被の通り道に災'jhヵ、あ
って、はねの川全体に体液が拡カもったのではなL 介、と辺、

るものカとう j) ，を知るためI二、 illr:-I"型と uex のはねの
横断切; : ーをつくり、比較(i)F冗する )J!よもあるが、 L、ま l
つ野ノI;.JI;IIの¥j:jlll止を蝋のときい{ 政壊 L 、てれj/. uex のよ
うなはねをもつかどうカ aをJよる L
(phenocopy) 
L  
が、金| 全体カ i熱くなり，別l Vliのようなi政小な百|以上たけを:l:it
〈一二と泊でさ J }  j-
ー亡、 'lJiJlf; /γつト L .)ρ ，(( sI 
L  ¥  
て一一( ..:. U )  J:; i1&、小川 JFだけ右方II}d¥J ，(，淡泊f泊、なし、

泊主 .i'5 え亡 L、たと 4 内、'::))，'1伎の11 1--0'はよ7、泊 1剣をもっと
し )二とをう日lり、 I-:Iibi人手工子/'il;::"'lソ| 会均即刻をわ1

η〆し掴



らわして、凶 4 のような装置をつくっ C もらった。配線 l 設粉をのせること( 土イ、T lJ能であったっ装崖を考察 L製作
時 15 のとおりである。 I したう、事者のよの研究によ役点てる 4 とカできなかっ

fた二n Lたがつて k遡池目比!脈|
にLレ、たつてL 、たL 、、ο L 泊泊 L 、」の装i彪首カが、他tμζ斗{何司らカ、のの役
lιιたつの

l  次指であ Q 斗の装| 育輩を製作するiιよつLレ、て討花i意意、 uたよA治点fよ、を
l 次i二述へと〉つ

加熱する対象はノ、ェと L 、う小与なものであるが、使用
すゐ場所の状況などヵ、ら考えて、 )t振椋の :1¥力は余裕カ
ぱけれはならなL っさらに耐久)Jや使L、やすさを考えι
入れると、京空管は相当大きな11¥力がえられるものを使
mすへきである。出力電力は大体l OW あればたりると思
われるので、 11¥力管は丈夫でポピュラーな 807 とし、fI Tl
路は自励発援にして経済的につくった。高圧も交流を秩

、の
l)jl二白 j;j}))l:阪は (l

j，:jの大小、- : ウ変化するので、白内の j¥きさ
をL う l ，，) ):， .=. >どう泊、をii{r:iJゐ
L¥リぷ主ならみ¥ ぃ: ! J )Jは句 / ; J コイ rしいリン; ; {!ピ6?l (
とりだす 7)' fl立て Ijj-c 
ゐる。 V C

を加減する働きをする" 使用の際I!¥力辻広l ;，む|剖ιJ、iー
って変化できなりればなら I工¥.， V C  
の JiiJ，iIMをずら L 亡もよ L 、が、本米はリンクの同調をとっ
亡カ。ら*fi合度を変えてLU力主:力11拘止 す¥ ¥ き守あふ，[ U 力の
k きさは陽極電流計とヱオ/ { 氏' ぞう;11心ニと泊、できる。
J の設省、あとい} 士ιの icle日泊、今後IrWf:ヒ者の方々の
H らカのお役t二たつようなよと J ゐあれ; 工、製作し た者と
して望外のよろニびである
ここに報告した uex ιっし、ての研究は、 H百和37年度

文部省、1 '1学研究費交付金( 奨励i問先) ιよっておιなっ
たものである c 最後にこの研ヲヒをお二なうにつし、て実験
ι協力 Fさった磯口好子さん‘大森l京| りーさん、金場最君

図 4 微小部分刺激装置

|苦15 微小部分刺激装置配線図

つようじなる。1 #11¥11，したノ、ェのはねのJ : k;iJ粉を置き、
装置のスイッチを入れて姐l脈に熱刺激を与える C このよ
うに考えてやってみたが、麻酔したノ、ェのはねのあるき
まった趨脈の上に小さな鉄粉を置くふとが非常にむずカ a

しし、ιとであることが実際にやってみて判ったc 相手泊 a

小さなハエの異常に収縮したはねであり、麻酔したとは
L  、ぇ、ハエは;、';;;に!肉lやはねをビリヒリ動泊、すのでそこへ t二深甚の謝" きを表すコ

。。つ臼


